
一
日
千
秋
の
思
ひ
を
な
し
居
り
候
襄
も
、
本
年
を
関
東
に
送
る
に
至
り
し
は
、
実
に
胸
算
外
に
し
て
、

憙
遺
憾
と
す
る
所
は
、
一
は
政
界
の
波
潤
動
揺
定
ま
ら
ず
、
上
下
共
に
大
不
出
来
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
一
は
そ
の
為
め
に
大
学
の
事
業
も
已
に
端
緒
を
開
ら
き
か
＼
り
て
開
け
ず
、
一
は
か
ね
て
予
期
せ
し

通
り
、
此
の
冬
の
休
暇
に
は
小
生
も
一
と
先
づ
帰
宅
致
し
、
貴
君
方
と
充
分
御
交
は
り
申
し
、
将
来
の
為

め
に
種
々
相
計
り
申
さ
ん
と
楽
し
み
居
り
し
に
、
こ
れ
も
意
の
如
く
な
ら
ず
、
心
は
日
夜
相
国
寺
門
前

(
同
志
社
所
在
)
に
飛
ぷ
も
、
身
は
病
魔
の
一
囚
人
と
な
り
、
東
京
に
す
ら
止
ま
る
事
叶
は
丈
大
学
募
集

の
端
緒
の
相
開
け
候
迄
で
は
関
東
に
止
ど
ま
り
、
持
久
の
策
を
立
て
、
稍
て
気
候
の
温
和
な
る
此
の
大
磯

の
浜
辺
に
塾
居
し
、
他
日
の
雄
飛
を
計
る
小
生
の
心
情
は
如
何
な
る
も
の
ぞ
、
貴
君
御
洞
察
あ
れ
か
し
。

已
に
御
承
知
も
こ
れ
有
り
候
通
り
、
小
生
に
は
去
月
廿
五
日
上
州
に
参
り
募
集
の
策
を
な
し
候
に
、
諸
事

以
外
に
相
運
び
、
こ
こ
か
し
こ
よ
り
も
集
会
を
設
け
、
小
生
を
招
き
呉
れ
候
に
、
廿
八
日
(
十
一
月
)
よ

り
俄
か
に
病
に
か
》
り
、
本
月
十
三
日
迄
も
少
し
の
進
歩
も
見
へ
ず
、
寒
気
は
益
て
募
り
来
り
、
奈
帝

(
ナ
ポ
レ
オ
ン
)
モ
ス
コ
ー
に
て
全
敗
し
九
る
が
如
く
、
空
し
く
帰
京
致
し
候
。
然
し
又
々
再
挙
の
企
て
な

き
に
あ
ら
ず
。
来
春
再
遊
を
約
し
帰
り
来
り
申
候
。

横
田
安
止
宛
明
治
廿
二
年
十
二
月
州
日
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